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Abstract
   This paper examined the difference in meaning based on connection 
type when “Kanji ga Suru” is attached to a noun. Through a corpus sur-
vey, a sentence selection test on Japanese native speakers, and example 
analysis, two findings emerged: First, “Na Kanji ga Suru” softens affir-
mative tones by functioning to indicate a gradual transition. For exam-
ple, when we say, “Kono Hotel Yasuyado Na Kanji ga Suru,” we mean 
“This would be a rather cheap hotel” instead of “I feel this is a cheap ho-
tel.” Hence, the sentence bears a casual tone, and this seems a popular 
trend, with younger people tending to use it more often than older adults. 
Second, “-Da Toyuu Kanji ga Suru” is an assertive expression, while 
“φToyuu Kanji ga Suru” indicates people’s instinctive or spontaneous 
feelings. For example, when we say, “Kono Tokei Koukyuuhin Da Toyuu 
Kanji ga Suru,” we mean, “this watch is more likely a premium prod-
uct.” On the other hand, when we say, “Kono Tokei Koukyuuhin Toyuu 
Kanji ga Suru,” we mean, “Wow! This watch looks like a premium prod-
uct, doesn’t it?” Thus, the latter is often used in exclamation contexts, 
especially on platforms like Twitter, where people tweet spontaneously 
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語辞典で確認したが、『明鏡国語辞典　第 2 版』（2010 年刊行）、『新明解国





















































のは、Twitter の実例 300 例である。次にくだけた文体とされているのが、
Yahoo! ブログ、Yahoo! 知恵袋の実例 300 例であり、最も改まった文体と
して『BCCWJ』の 2000 年代に刊行された雑誌・書籍の実例 300 例である。










現れる「感じがする」を 60 例、『太陽コーパス（国立国語研究所 2005）』を
用いて、明治大正の雑誌に現れるものを 43 例、『BCCWJ』の「出版・書
籍」のうち 2000 年代の現代文学作品に現れるものを 155 例、2000 年代の
「出版・雑誌」に現れるもの 73 例、Yahoo! ブログ、Yahoo! 知恵袋から抽





















































































手作業で「N ノ感じがする」「N ナ感じがする」「N ダトイウ感じがする」
「N トイウ感じがする」「N ノヨウナ感じがする」の実例を抽出した。デー
タの採集作業は、2020 年 3 月 23 日に次の手順で行われた。検索条件とし




した。その結果、「N ノ感じがする」が 25 件、「N ナ感じがする」が 15 件、
「N ダトイウ感じがする」が 6 件、「N トイウ感じがする 137 件、「N ノヨ
ウナ感じがする」が 69 件、合計 252 件が抽出された。
表 1　BCCWJにおけるデータ分類
接続形式による分類 件数 割合
N ノ感じがする 25 9.9％
N ナ感じがする 15 5.9％
N ダトイウ感じがする 6 2.4％
N トイウ感じがする 137 54.4％








た。そのようにして抽出された 248 件のデータの中から手作業で上述の 5
つの接続形式に分類した。データの抽出と分類作業は、2020 年 5 月 25 日
と 5 月 31 日に行われた。その結果、「N ノ感じがする」が 13 件、「N ナ感
じがする」が 31 件、「N ダトイウ感じがする」が 2 件、「N トイウ感じが
する」が 190 件、「N ノヨウナ感じがする」が 12 件抽出された。
表 2　Twitter におけるデータ分類
接続形式による分類 件数 割合
N ノ感じがする 13 5.2％
N ナ感じがする 31 12.5％
N ダトイウ感じがする 2 0.8％
N トイウ感じがする 190 76.6％
N ノヨウナ感じがする 12 4.9％
合計 248 100％
　「N トイウ感じがする」の「トイウ」のバリエーションでは、「N って」
が 168 件で 89.5％を占め、残りは「N という」が 17 件、「N て」「N とい
った」「N っていう」「N ていう」がそれぞれ 1 件ずつであった。「N ダト









































































 〈Twitter、2020 年 5 月 17 日〉　
　（10）　プリズムを聞いてます。なんか夏って感じがする君がくれた夏　
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よってとらえ、それを聞き手に再現的に伝える









　（11）　背景と服が相まってすごい“ゲーム”って感じがする ! ! !と大






































う。調査は 2020 年 4 月 6 日から 4 月 19 日までの 2 週間をかけて、WEB
上のアンケートフォームを使って回答を収集した。その結果、10代が12名、
20 代が 27 名、30 代が 40 名、40 代が 49 名、50 代が 19 名、60 代が 4 名
回答を寄せていただき、合計で 151 名の回答が得られ、この 151 名のデー
タを分析対象とした。調査文は（16）（17）（18）に示すような文を全部で























　特筆すべき結果としては、（17）のような程度性の名詞の 8 文中 5 文に
おいて、年代が若くなるほど、ナ接続の回答を選択する人の割合が高くな
る現象が観察されたことである。60 代と 10 代は母数が少ないので除いて
考えると、たとえば（17）では、下の図 1 に示すように、50 代では 47.4％、
40 代では 73.5％、30 代では 77.5％、20 代では 77.8％と年代が若くなるに
つれ、ナ接続が増えている。このような選択傾向は、普通名詞、固有名詞
では見られなかった。普通名詞では、8 文中 4 文で「N って」の回答がす
べての年代で多かったが、後の 4 文では名詞の意味や文の意味によって回
答が分かれた。また、年代による回答傾向の偏りは見られなかった。固有

























50代 40代 30代 20代
Nノ 15.8 6.1 2.5 3.7
Nナ 47.4 73.5 77.5 77.8
Nッテ 31.6 8.2 15.0 14.8
その他 5.3 6.1 5.0 3.7
Nノ Nナ Nッテ その他
28
　普通名詞で回答に明らかな偏りが見られたのは、次の（19）の文である。













































































































も感覚的な印象の表出が好まれる Twitter で、「N って」が多用されるの
はそのためだと考えられる。
　本稿で得られた知見は、これまで先行研究で指摘されてきた、「ダ」の

























2 ）　検索方法や例文の抽出方法は、第 3 章で詳しく述べている。
3 ）　これ以降、例文の下線はすべて筆者による。
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